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シ カ 生 息 密 度 の 異 な る 地 域 に お け る 実 生 の 発 芽 ・ 定 着
辻 野 亮 ( 地 球 研 ) ・ 揚 妻 直 樹 ( 北 海 道 大 ) ・ 揚 妻 - 柳 原 芳 美 ( 苫 小 牧 博 ・ 友 の 会 )
森 林 更 新 に 対 す る シ カ の 影 響 を 明 ら か に す る た め に ， シ カ 生 息 密 度 の 異 な る 3 地 域 で 防 鹿 柵 を
設 置 し て 実 生 の 発 芽 ・ 定 着 を 調 査 し た . 防 鹿 柵 は ， 屋 久 島 西 部 ( 西 部 地 区 ， 2 0 0 3 年 8 月 設 置 ，
標 高 2 0 0 m ) ， 永 田 歩 道 標 高 6 0 0 m 付 近 ( 永 田 地 区 ， 2 0 0 4 年 8 月 設 置 ) ， 一 湊 林 道 標 高 6 0 0 m 付
近 (一 湊 地 区 ， 2 0 0 3 年 8 月 設 置 ) の 3 箇 所 に そ れ ぞ れ 2 基 づ っ 設 置 し た . 柵 内 ・ 柵 外 調 査 区 を
5 X 5 m の サ ブ 、コ ド ラ ー ト に わ け で ， そ の 南 西 端 の 1 X 1 m に 発 芽 ・ 定 着 す る 当 年 生 実 生 数 を 調 査 し
た (2003 ，0 4 ，0 5 ，0 6 年 度 の 初 夏 と 冬 ) . 実 生 調 査 枠 を 1 3 7 設 置 し た シ カ の 密 度 は 西 部 地 区 (43 ・7 8
頭 I k m
2
， 1 9 9 8 年 か ら 2 0 0 1 年 ) > 永 田 地 区 (46 .1-74.5 頭 I k m
2
， 2 0 0 4 年 ) > ー 湊 地 区 ( 1 . 3-4 .4
頭 I k m
2
， 2 0 0 4 年 ) の 順 に 大 き い ( A g e t s u m a et a l. 2003; 揚 妻 ほ か 未 発 表 ) . ま た ， 人 為 撹 乱 レ
ベ ル は ー 湊 地 区 > 永 田 地 区 > 西 部 地 区 の 順 に 大 き い (1994 当 時 . Hill et a l. 1 9 9 4 よ り ) .  
初 夏 の 当 年 生 実 生 発 芽 密 度 を 比 較 す る と ， 柵 外 で は 柵 内 よ り も 実 生 の 発 芽 数 が 小 さ か っ た ( 図
1). シ カ 密 度 が 高 い 地 域 ( 西 部 地 区 ・ 永 田 地 区 ) で は 実 生 が 発 芽 す る ご と に 食 べ ら れ て し ま い ，
発 芽 実 生 調 査 を 行 う ま で に 多 く の 当 年 生 実 生 が 採 食 さ れ て 柵 内 外 で 大 き な 差 が 生 じ て い る 一 方 ，
シ カ 密 度 が 比 較 的 小 さ い ー 湊 地 区 で は 柵 内 外 で の 実 生 の 発 芽 密 度 の 差 は 小 さ か っ た . し か し ， 冬
の 当 年 生 実 生 定 着 密 度 は 柵 外 で 、小 さ く 柵 内 大 き か っ た も の の ， そ の 差 は 調 査 地 問 で そ れ ほ ど 変 わ
ら な か っ た .
当 年 生 実 生 の 冬 季 に お け る 種 多 様 性 を 柵 内 外 ・ 調 査 地 間 で 比 較 す る と ， 柵 内 で は 西 部 > 永 田 >
ー 湊 の 順 に 大 き く ， 柵 外 で は そ れ ほ ど 変 わ ら ず ， 柵 内 外 で は 西 部 ・ 永 田 で 大 き か っ た け れ ど も 一
湊 で は 変 わ ら な か っ た ( 図 2) . さ ら に ， 実 生 群 集 の 種 多 様 性 を 追 跡 調 査 し た と こ ろ ， 実 生 の 多 様
性 は 西 部 地 区 で は 追 跡 初 年 度 夏 の 段 階 か ら 大 き な 差 を 生 じ て い た け れ ど も ， 永 田 地 区 で は 徐 々 に
多 様 性 の 柵 内 外 差 が 開 く 傾 向 が 見 ら れ た . 一 湊 地 区 で は 柵 内 外 に 多 様 性 の 差 は ほ と ん ど 生 じ て い
な か っ た ( 図 3). シ カ 生 息 密 度 に 関 わ ら ず 採 食 圧 ・ 物 理 的 撹 乱 は 当 年 生 実 生 の 定 着 密 度 に 影 響 を
与 え て お り ， し か も シ カ 生 息 密 度 が 大 き な 地 域 ほ ど 実 生 群 集 の 多 様 性 を 低 下 さ せ る こ と が わ か っ
た .
当 年 定 着 実 生 群 集 の 種 多 様 性 を 比 較 す る と ， シ カ の 生 息 密 度 の 高 い 順 に 種 多 様 性 へ の 負 の 影 響
が 大 き い こ と が わ か る . ま た ， 柵 内 区 の み の 種 多 様 性 を 比 較 す る と ， 人 為 撹 乱 レ ベ ル の 高 い 順 に
種 多 様 性 が 低 か っ た こ れ ら の こ と か ら 人 為 撹 乱 や シ カ 生 息 は 当 年 定 着 実 生 群 集 の 種 多 様 性 へ 負
の 影 響 を 与 え て い る こ と が 推 測 で き る . ま た ， 人 為 撹 乱 と シ カ 生 息 密 度 に も 負 の 相 関 関 係 、 が 有 る
こ と か ら ( 揚 妻 ほ か 未 発 表 ) ， 人 為 撹 乱 は 直 接 的 に 実 生 群 集 の 種 多 様 性 に 負 の 影 響 を 持 っ と と も に ，
シ カ の 生 息 密 度 を 減 少 さ せ る こ と で 間 接 的 に 正 の 影 響 を 持 っ て い る と 考 え ら れ た .
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図 1 . 当 年 生 実 生 密 度 .
図 2. 定 着 実 生 群 集 の 多 様 性 図 3. 実 生 の 種 多 様 性 の 経 年 変 化
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